ると、 いくら 神経衰弱 でも、 犬 位 は 撲殺す る 余 勇が あつ 

たのに 違いない。 が、 最近 君に 会った 時、 君 は 神経 衰 

弱 も 癒った とか 云って、 甚 元気ら しい 顔 をして いた。 

健康 も 恢復した のに は 違いない が、 その 間に 君の 名声 

が 大いに 挙り 出した の も 事実で ある。 自分 は その 時 君 

と、 小 杉未醒 氏の 噂 を少々 した。 君 はいが 栗 頭 も 昔の 

通りで ある。 書生ら しい 容子 も、 以前と 変って いない。 

しかし あの 丸太の ような、 偉大なる 桜の ステッキ だけ 

は、 再び 君の 手に 見られなかった。 —— - 
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